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要　旨

三菱電機は，自動車の筒内噴射型ガソリンエンジンに搭

載される高圧燃料ポンプの生産において，“世界に通用す

る品質・コストを実現する生産の仕組み作り”をねらい，

製造ラインの自動化を図るとともに，ITを活用した品質

管理システム（愛称：SPEED）を構築した。このシステム

では，機械加工から組立て・試験まで生産実績や設備稼働

実績，品質情報などの製造現場情報をリアルタイムに収集

することで，きめ細かな品質管理を行い，より高い品質保

証を実現している。

� スピーディな品質改善や設備改善

製造現場情報を設備から自動収集しデータベースで一元

管理することで，生産技術部門，工作技術部門，品質管理

部門，製造部門の各部門は，ラインの実態を瞬時に把握で

き，迅速な品質改善や設備改善を可能にした。

� 製品個別の製造履歴管理の実現

主要部品に識別コードをマーキングし，製品に組み付け

た部品構成を設備から収集し，品質情報とともに製造履歴

として管理することで，製造トレーサビリティを向上させ

た。

� 生産性向上と品質保証の確立

品質管理と製造ラインの自動化を連携させ，�各設備の

段取替えの自動化，�品質情報を次工程へ送り加工・組立

ての製造条件を決めるフィードフォワード管理，�投入時

の異常を自動検知することなどによって生産性の向上と品

質保証を確立した。

組立ライン 

試験ライン 

ワーク投入時の段取り指示・混入検査 

主要部品の組み付けチェック・構成履歴登録 

全工程の良品検査 

高圧燃料ポンプ 
基幹ネットワーク 

スピーディな改善活動 

世界に通用する品質・コスト 

生産技術・工作技術部門 

設備ネットワーク 

品質管理端末 

�設備改善 
�設備稼働率改善 
�TPM改善活動 

製造部門 

�迅速な品質フォロー 
�不良低減活動 
�異常処理対応 

品質管理・設計部門 

�X－Rs管理 
�品質変化点チェック 
�量産品特性チェック 
�工程能力チェック 

データベースサーバ 

段取替え指示 製造現場情報 

自動組立ラインでは，ライン制御も兼ねた品質管理システムで段取替え指示と異常検知を行い，かつ，リアルタイムな製造現場情報の収集を
実現している。データベースサーバに蓄積された情報は生産に携わる各部門がスピーディな改善活動を行うための共有情報として活用され，
“世界に通用する品質・コスト”を可能にする生産の仕組みを確立した。

高圧燃料ポンプの自動組立ラインと品質管理システム“SPEED”


